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浪
速
学
院
は
創
立
９
０
周
年
に
大
改
革
が
行
わ
れ
、

新
し
く
蘇
っ
た
学
院
神
社
に
、
登
下
校
の
生
徒
た
ち
が

頭
を
下
げ
て
い
る
。
な
ん
と
麗
し
い
光
景
で
あ
ろ
う

か
。 

 
 

そ
の
後
次
々
と
施
設
が
整
え
ら
れ
、
学
院
は
更
に
充
実

し
、
一
昨
年
に
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
、
特
別
な
時
に
し
か
演
奏
さ

れ
な
い
勇
壮
華
麗
な
舞
楽
「
太
平
楽
」
を
、
生
徒
た
ち

が
舞
っ
て
い
る
に
、
驚
き
を
隠
し
え
な
か
っ
た
。 

ま
た
今
年
の
当
学
院
の
卒
業
式
に
は
、
中
高
８
２
０

名
、
入
学
式
に
は
な
ん
と
１
３
２
０
名
と
い
う
驚
異
的

な
数
の
生
徒
た
ち
が
学
院
神
社
に
整
列
し
て
拝
礼
し
、

そ
の
後
、
式
典
会
場
に
入
退
場
す
る
際
に
、
生
の
吹
奏

楽
で
学
院
曲
で
あ
る
「
海
道
東
征
浪
速
」
が
流
れ
て
い

た
こ
と
に
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
た
。 

浪
速
学
院
校
友
会
の
皆
様
へ  

理
事
長
・
学
院
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
村 

智
彦 

 

こ
の
た
び
は
浪
速
学
院
校
友
会
の
正
式
発
足
に
際

し
、
心
よ
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り

母
校
を
支
え
、
発
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご

尽
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
新
た
に

結
成
さ
れ
た
校
友
会
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
さ
ら
に
強
固
な
絆
を
築
き
、
浪
速
学
院
の
未
来
を

共
に
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

令
和
７
年
３
月
２
０
日
、
つ
い
に
「
浪
速
学
院
校
友

会
」
が
正
式
に
発
足
し
、
設
立
祝
賀
会
が
ホ
テ
ル
日
航

大
阪
で
３
８
０
名
の
出
席
に
よ
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
準
備
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

当
日
は
卒
業
生
を
は
じ
め
、
教
職
員
、
保
護
者
、P

TA

関
係
者
な
ど
、
多
彩
な
立
場
の
方
々
が
世
代
を
超
え
て

集
い
、
会
場
は
ま
さ
に
「
浪
速
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
「
浪
速
を
誇
り
に
思
う
」
「
こ
れ

か
ら
も
母
校
を
支
え
た
い
」
と
い
っ
た
熱
い
思
い
が 

奉
祝
し
て
北
原
白
秋
が
詩
を
作
り
、
信
時 

潔
が
作
曲
し

た
。
神
日
本
磐
余
彦
命(

後
の
神
武
天
皇)

が
高
千
穂
を
発

ち
、
瀬
戸
内
海
か
ら
河
内(

浪
速)

を
経
て
熊
野
か
ら
橿
原
で

建
国
さ
れ
た
過
程
を
、
大
和
言
葉
で
綴
っ
た
深
遠
で
荘
重
な

大
曲
で
あ
る
。
こ
れ
を
学
院
曲
と
し
、
式
典
に
取
り
入
れ
、

事
あ
る
ご
と
に
校
内
に
流
れ
て
、
そ
の
度
に
感
動
が
こ
み
上

げ
て
く
る
。
生
徒
た
ち
も
こ
れ
を
耳
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
神
代
か
ら
続
く
我
が
国
の
崇
高
な
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
思
え
ば
、
よ
く
ぞ
学
院
曲
に
さ
れ
た

と
只
々
称
賛
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

顧
み
れ
ば
大
正
１
２
年
に
大
阪
府
下
の
神
職
た
ち
が
児
童

に
、
日
本
の
伝
統
文
化
、
即
ち
神
社
神
道
を
普
及
し
な
い
と

日
本
の
未
来
は
危
う
い
、
と
の
思
い
で
浪
速
中
学
、
や
が
て

高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。 

一
時
は
廃
校
寸
前
ま
で
と
な
っ
た
学
院
を
、
木
村
理
事
長
が

就
任
後
奇
跡
的
に
蘇
り
、
今
や
私
立
校
大
阪
二
入
学
数
ト
ッ

プ
に
ま
だ
躍
進
し
、
更
に
は
今
春
、
６
階
建
て
の
立
派
な
中

学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
て
い
る
。 

『
明
浄
正
直
』
の
神
道
精
神
の
学
び
の
お
陰
で
、
何
時
学
院

に
行
っ
て
も
、
生
徒
た
ち
は
明
る
く
快
活
で
挨
拶
を
し
て
く

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
学
院
に
蘇
っ
た
こ
と
は
真

に
誇
ら
し
く
、
当
学
院
の
弥
栄
と
生
徒
の
福
祉
の
た
め
に
、

校
友
会
が
一
丸
と
な
っ
て
支
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。 

壇
上
か
ら
語
ら
れ
、
校
友
会
は
単
な
る
再
会
の
場
で
は
な

く
、
浪
速
の
未
来
を
共
に
描
く
力
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
歩
み
出
し
た
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
祝
賀
会
の
席
上
で
は
浪
速
校
友
会
館
の
建
設
を
正

式
に
宣
言
し
ま
し
た
。
す
で
に
校
地
隣
接
地
に
約1

0
0

坪
の
用

地
を
取
得
し
て
お
り
、
先
ず
は
基
本
設
計
に
入
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
母
校
と
卒
業
生
、
さ
ら
に
は
地
域
を
つ
な
ぐ
新
た

な
拠
点
と
し
て
、
皆
様
の
交
流
と
支
援
の
場
が
実
現
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
令
和7

年3

月
に
完
成
し
た
中
学
校
の
新
校
舎
は
、IC

T

完
備
・
８
６
イ
ン
チ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
電
子
黒
板
を
は
じ

め
、
最
新
の
教
育
設
備
を
備
え
た
学
び
の
拠
点
と
し
て
、
教

職
員
・
生
徒
・
保
護
者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
環
境
の
も
と
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は1

6
8

名
が
入
学

し
新
記
録
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
今
年
度
の
浪
速
高
校
へ
の
入
学
者
数
は1

1
5

2

名
と

府
内
ト
ッ
プ
と
な
り
、
当
学
院
の
教
育
の
質
の
高
さ
と
信
頼

の
証
と
し
て
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
さ

ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
校
友
会
こ
そ
が
、
浪
速
学
院
が
掲
げ
る
「N

EX
T1

0
0

」
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
の
要
で
す
。
新
し
い
校
舎
、
新
し
い
教
育
環

境
、
新
し
い
挑
戦
―
―
す
べ
て
の
原
動
力
と
な
る
の
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
形
に
す
る
の
が
こ
の

校
友
会
の
存
在
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
浪
速
学
院
が
こ

れ
か
ら
の1

0
0

年
を
歩
む
た
め
の
礎
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

年会費(5,000円)の振込先について 

下記にご入金をお願い致します。振込手数料はご負担を
お願い致します。 

■りそな銀行 住吉支店(店番：４５４) 

 （普通）１８８７７９２ 

  一般社団法人 浪速学院校友会  

■ゆうちょ銀行 (店番：０９９) 

 （当座）０１９８９２１ 

  一般社団法人 浪速学院校友会 
  口座記号番号：[正]００９１０－５－１９８９２１ 
         [誤]００１９０－５－１９８９２１ 

平素は浪速学院校友会(旧：浪速学院同窓会)にご支援を賜り、厚

く御礼申し上げます。本年度の年会費納入についてご協力をお願

い致します。 

公式Webサイト 

https://naniwa.site

Facebook 

日時：2025年11月 1日(土) 受付17:30～、総会18:00～、懇親会18:30～20:30 
場所：道頓堀ホテル 〒542-0071 大阪市中央区道頓堀2-3-25 
会費：8,000円(22歳未満の学生3,000円) 
申込： https://forms.gle/N8zwD6itBDB3oem78 (右のQRコードでアクセスできます) 

なにわのわ交流会 11月 1日(土)開催です 

浪速学院校友会(旧：浪速学院同窓会) 

会 報 

趣意書の記載に誤りが

ありましたので訂正し

ます。 
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押見さんを偲んで 

 浪速学院校友会 関東支部長 

首藤隆利（新高２６回 昭和４９年卒）  

 本年６月２２日に元関東支部長であり湯島天満宮の名誉宮司の押見守康さんが帰幽されました。昨年の５月には
体調不良でしたがお元気にされていました。 

 関東支部は諸先輩に確認したところ、３５年前に設立されて事務局は湯島天満宮で卒業生は東京に来ると「押見
さんを訪ねて行け」と言われてました。私が押見さんを訪ねたのは２０年前になると思います。当時の先輩方はほ
とんど他界されておりますが、初めの頃の同窓会では諸先輩は皆さん凄く偉い人が多くてびっくりしたと言ってま
した。まだ旧制中学卒業生が多かったのでしょう。個人的にも歴史や政治の話を良くしました。宮司は一般的に周
囲には政治問題は話さないのですが個人的には考え方が同じだと本音で話して頂ける気さくな方で人を批判する様
なことはありませんでした。先に亡くなった同期の元会長の中井さんは「押見さんは人物共に立派な人で尊敬して
いる」と話していました。 

 押見さんほど母校を愛して母校のために尽力された方は居ないでしょう。國學院には立派なお社がありますが付
属高校にはお社が無いと言ってました。あるのは全国の高校で唯一我が浪速学院だけだと話していました。１０年
前でしたか肺気腫を患いタバコを止めてましたがその後、肺癌になり２年前に倒れて歩くのもおぼつかなくなりま
した。それでもお元気でしたので今年の３月の社団法人設立祝賀会での報告も合わせてお電話した時もお元気でし
たが突然の訃報に関東支部としては非常に悲しくなりました。何人かには直ぐに連絡しましたが、長く関東支部同
窓会に出席されていた同窓生は突然の訃報に驚きと悲しみに浸っています。みんな「押見さん」と呼んで押見さん
に頼ってきましたし同窓会の象徴でもありました。これから押見さんが居ない関東支部を継続していかなければな
りませんが、押見さんと共に湯島天満宮は永遠に我々同窓会の象徴として残ることをお祈りいたします。また、合
わせて関東支部設立当初よりご尽力いただきました伊集院さんも本年１月に他界しており合わせてお悔やみを申し
上げます。  

令和６年度 浪速学院校友会 関東支部総会 

 浪速学院校友会 関東支部長 

首藤隆利（新高２６回 昭和４９年卒）   

 昨年１１月２日（土曜日）、東京都北区西ケ原の「げんきまる 駒込店」にて午後０時から令和６年度
の浪速学院校友会関東支部総会が開催されました。 

 今回は同窓会本部が本年度から「一般社団法人浪速学院校友会」として発足し、関東支部も校友会とし
て初めての総会となりました。押見会長は顧問となり新しく就任しました中東弘会長が初めてご出席いた
だき盛大に開催されました。 

 今回の総会の出席者は１８名で、当日は雨の影響で新幹線が遅れてしまい、中東会長、浪速高等学校の
森川和信副校長、校友会の尾垣孝治代表理事が遅れてしまいましたが校友会の池澤和宏事務局長が先に到
着していましたので予定通り初めに国家斉唱、校歌斉唱があり、私の挨拶の後に社団法人の報告の後、懇
親会を行い約１時間後に到着しました中東会長のご挨拶を戴きました。尾垣代表理事からは校友会の発足
の経過をご説明頂き無事に会が進みました。 

初参加としては、従来ご参加いただいた会員と新たに池澤事務局長の教え子が多く参加されました。残念なのは
高齢の諸先輩が不参加になったのは残念でした。 

年に１回しか会合が無いので当然、年に１回しか皆さんとお会いすることは無いのですが、１年間とは早く感じ
るのは歳のせいなのかと思うことがあります。しかし、同窓会も人数は少なくても毎年同じメンバーなので私たち
関東支部は押見支部長の元、結束が強くいつまでも健康で皆さんと近況を語り合い、交流を温め合うことが出来て
大変うれしく思いました。関東支部の参加メンバーも段々と高齢化しつつありますが少しづつ５０代前半の同窓生
も参加しつつありますので今後に期待したいと思います。 

その他、例年通り林家ペーさんも参加されて会は盛り上がりました。中東会長はご高齢なのに非常にお元気で驚
きでした。また、当関東支部は支部長の私と新たに副支部長の田栗亘、事務局長に近藤聡、会計監査に麻野進を任
命しました。 わせて関東支部設立当初よりご尽力いただきました伊集院さんも本年１月に他界しており合わせてお
悔やみを申し上げます。  
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一般社団法人 浪速学院校友会 設立祝賀会 (3/20) 

 
浪速学院PTA会長・浪速学院校友会 理事 坂中 真二 

令和5年4月に開校100周年を迎え、卒業生のみで構成された同窓会は時の流れが急速に変化する現代、今後
の更なる目標「NEXT100」に向け変貌すべく、新たな形として卒業生をはじめ在学生・教職員・旧教職員、

さらに学生のご家族・旧PTAの方々、また浪速学院に関わる企業・団体からなる「一般社団法人浪速学院校
友会」を令和6年4月に設立、2025年3月20日(木・祝)にホテル日航大阪にて「一般社団法人浪速学院校友会
設立祝賀会」を開催致しました。 

同窓生、教職員、ファミリー企業、および理事・評議委員を含む関係者の皆様、PTAの旧現役役員の皆様に
ご出席いただき、総勢、約450名の方にご出席いただきました。 

木村理事長学院長からのご挨拶からはじまり、中東初代会長からのご挨拶、東洋大学ボクシング部の西中さ
んの乾杯で盛大に始まりました。出席していただいた方々も大変賑やかにご歓談していただき、OBである林
家ペーさんが舞台に立ち、大変盛り上げて頂きました。また、ビデオレターで笑福亭鶴瓶さん(タレント、
司会者、落語家)、みなみかわさん(お笑いタレント、俳優)、大引さん(元・ヤクルトスワローズ内野手、
現・埼玉西武ライオンズ コーチ)、田中さん(現・読売ジャイアンツ投手)からのお祝いの言葉をいただき、
終始賑やかに執り行うことができました。 

お忙しい中ご参加・ご支援をいただきましたこと、心より御礼申し上げます。  
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2024年度 浪速学院校友会(旧：浪速学院同窓会)活動 

 

2025年1月25日   第7回「浪速学院二十歳の集い～浪速に戻る～」開催 

 
若い世代の同窓生をお迎えする機会として新成人の卒業生を対象に「二十歳の集い」を浪速学院浪速高等学
校・中学校にて開催し、約250名の新成人にご参加いただきました。 

ご参加いただきました新成人、担当教職員の先生方、同窓会関係各位の皆様にはご協力・ご尽力いただきま
したこと、心より御礼申し上げます。 

今後も継続して参りますので同窓会の皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
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２０２５年 硬式野球部OB会 新年会  

OB会 会長 松尾祐也  

 

令和7年1月18日（土）道頓堀ホテルにて硬式野球部の新年会が開催されました。 

総勢120名の出席になりました。 

今回は監督とOB会役員交代があり

ました。 

この度、硬式野球部の監督として

５年間ご指導頂いた遠山昭治監督

が退任され、１２月から浪速高校

教頭補佐の井上雅文先生が監督に

就任されました。 

遠山監督はコロナ禍の中、練習の

制限など条件の難しい環境であり

ました。残念ながら結果は出ませ

んでしたが、プロ野球選手からの

経験を活かした高校生へ野球に対

する取り組みを伝えて頂きまし

た。現在は京都廣學館高校硬式野

球部の特任コーチとして就任され

ました。ご活躍をお祈り申し上げ

ます。 

井上先生は高校時代、現在の大谷

翔平選手のような二刀流で市岡高

校のエースで4番の活躍として選抜

甲子園出場にしています。父兄も

高校野球監督もされており大阪の

高校野球界ではレジェンド的な存

在であります。 

浪速高校ではコーチ・部長を経験

された後、校務に専念されていま

した。今回、監督として現場復帰

されました。 

また、硬式野球部も創部100周年を

迎えます。OB会役員も一新し井村

会長から私、松尾にバトンタッチ

され、現場・OBとも新たな出陣と

なり、３回目の甲子園出場に全力

でバックアップしたいと思いま

す。 

【OB会活動報告】 

・マスターズ甲子園の大阪府予選は５月１１日（日）１回戦今宮高校に勝利しました。 

５月１８日（日）２回戦は生野高校に敗退しました。 

来年こそは２度目の甲子園出場を目指したいと思います。 

・６月１５日（日）ゴルフ甲子園大会予選に参加します。 

・６月２２日（日）現役選手への大阪大会への激励タオル贈呈式の予定。 
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池澤先生と愉快な仲間たち還暦パーティー 

硬式野球部OB 平松 孝一(1999卒) 

 

2024年11月24日、道頓堀ホテルにて池澤先生の還暦パーティーが開催されました。硬式野球部

OBと金光八尾高校の教え子を含む約140名が全国から集結しました。登場はまさかのウッディー

（池澤先生）＆バズ（教え子）姿！写真のとおり会場は爆笑と歓声に包まれ、一気にトイ・ス

トーリーの世界になりました。さらにゲストに卒業生の西浦達雄さんがピアノで3曲を熱唱、参

加者全員で合唱する場面もあり、高校時代の記憶がよみがえる感動のひとときとなりました。記

念品贈呈では、還暦にちなんだ赤いウェアを手に満面の笑みでした。翌年1月5日には「還暦記念

ゴルフコンペ」も開催され、こちらも大盛況！似顔絵の記念マーカーもありました。またユニ

フォームでノックで鍛え上げる先生の姿を卒業生は楽しみに待ってます！池澤先生、還暦おめで

とうございました。 
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甲子園初出場の彼らは今 

硬式野球部統括部長 池澤 和宏(1975卒) 

平成3年選抜高校野球大会に近畿地区代表として浪速高校は初出場しました。 

当時の選手達の３４年後の現在を紹介させていただきます。 

・近藤正洋：中学野球の今市中学校のエースとして活躍し、併願で浪速高校に入学しました。2年生より下手投げとしてメキメ
キと結果を残しエースとして活躍しました。もともとピッチングセンスがありながら結果が出ず、名将小林先生からアドバイス
により下手投げとして開花させ近畿大会・甲子園出場の原動力となりました。 

残念ながら甲子園では故障し万全ではなかったが、小林監督は、ここまでの彼に対しての敬意を払い先発投手として起用しまし
た。現在奈良県にて豆腐作りに取り組み活躍しています。 

添付資料参照 https://www.youtube.com/watch?v=Rp9NAkksi6k 

・北川 晋：２番手投手・外野手として甲子園で活躍した。原山台中学校のエースとして、豪速球投手として大阪では名を知れ
た投手でありました。 

浪速高校入学後もスピードはありましたが、捕手も届かない程のボールも多々ありました。小林監督は、まず彼を外野手として
野球経験を積ませ、センターからの近藤投手の投球術を見せて勉強させました。身体作りにも取り組み、その結果、近藤とは対
照的な速球投手として力をつけ、甲子園では近藤投手のロングリリーフとして・春季大阪大会でも活躍しました。 

1991年のドラフト会議ではオリックス・ブルーウェーブより5位指名を受け入団 背番号５７。残念ながら一軍登板のないま
ま、1997年限りで現役引退。 

現在は福泉工業（株）にて25年間勤務し担当地区を営業しています。また、2007年より10年間地域の小学生を指導し、ご子息も
浪速高校硬式野球部で活躍しました。 

・辻田敬蔵：主将・4番打者として活躍した。中学時代少年野球チーム東大阪布施で4番ホームラン打者として活躍していまし
た。浪速高校では１年生よりベンチ入りし、２年生からレギュラー選手として活躍しました。彼の主将としてのリーダーシップ
は抜群であり、このチーム力がここ一番集中力を発揮したのは今でも同級生からも語り継がれています。法政大学進学後、捕手
として活躍しました。社会人野球では小西酒造に入社し、休部後は通信教育で教員免許を習得しました。山口県早鞆高校の監督
として就任し７年間指導しました。後に浪速高校・金光大阪高校とコーチとしてチームに貢献しました。現在は金光八尾中学・
高校で中学野球部顧問として活躍しています。 

・田中秀文：あだ名はジャガー。 甲子園では控え捕手として下級生の正捕手の加地俊幸を支えてきました。控え捕手はベンチ
入りメンバーでは非常に大きい存在でありました。キャッチングと素早い送球は合格点であった。鋭い眼光で小林監督の配球な
どをよく理解し、カバーリングは絶対に手を抜くことはありませんでした。立命館大学に進学し硬式野球部に入部しました。
黙々とブルペン捕手を努めました。レギュラーがケガをしてチャンス巡ってきました。当時の中尾監督は田中の生真面目な性格
を見抜いており、チャンスが巡りレギュラーの座を勝ち取り活躍しました。 

社会人野球でもNTT東京（のちにNTT関東）に入社し全国大会
でも活躍しました。 

当時の左手にはバットスイングで出来たマメが割れたままで
ビックリしました。 

現在はNTT ExC パートナーにて仕事に専念しております。 

・黒田 誠：甲子園では１塁ランナーコーチャーと内野手控
え・代走要員としてスーパーサブでした。また、理数科の特
進クラスに所属し文武両立の野球小僧でした。時間があれば
ノックを受けていました。俊足で小柄ではあり、負けず嫌い
は人一倍強かったです。 

野球に専念するため、国公立を捨て阪南大学に進学しました。ベスト
ナインにも選出される選手となり、NTT信越（のちにNTT関東）に入社
し活躍しました。 

現在は関東から長野市に戻り、信越野球クラブ後援会代表責任者・野
球部長として地域社会に貢献し、強いチーム作りを支援しています。 

まさか田中・黒田の控え選手が大学・社会人野球で活躍し、ここまで
息の長い選手として当時の誰もが想像できませんでした。彼らは素直
に野球が好きで、取り組んだ姿勢の証と思います。 

最後はNTT関東で同チーム再会しプレーしたのも、これも運命なのか。 

浪速高校硬式野球にとっても大きな財産の一つであります。 

2回の甲子園出場には、浪速高校と小林敬一良先生の縁が全てと言って
もいいでしょう。 長年にわたる勉強や研究された時間を集約し、選
手へのアプローチした結果でもあります。 

現在も小学生から高校生までの指導も行い、活躍されています。 

小 林 ア カ デ ミ ー  https://community.camp-fire.jp/projects/427818/
activities/270895 

創部１００年を迎える硬式野球部に新たな歴史を期待します。  
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弓道部創立６０周年記念式典 

 弓道部OB・OG会 会長 冨尾 佳孝(1994卒) 

弓道部OB・OG会は 

２０２５年３月１５日に 

大人９４名   

理事長はじめ学校関係者６名 校友会より中東会長 大阪府高体連より5名  

弓道部父母の会８名 OB・OG 74名 現役学生56名（現役学生は式典のみ参加）   

合計１５０名にて弓道部創立６０周年記念式典をホテルグランヴィア大阪にて開催しました 

会長挨拶に始まり、巻き藁射礼が現役主将の野嵜 哩玖君により行われ 

OB・OG会より６０周年記念品として弓道場にて使用する安土幕の進呈 

前OB会長 小南和之さん 前副会長 西出博美さんに 記念品の贈呈 

OB坂本哲也さんによるマジックショーなどたくさんのOB・OGが集まり楽しいひと時を過ごし、有志にて２次会も開
催されました。 

当日は１期生の先輩も参加され 昔話に花が咲き、大いに盛り上がった会でした 

引き続き 積極的なOB・OG会活動を行ってまいります  
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松竹創業130周年 じゃりン子チエ 卒業生の赤井英和さんがご出演されます！ 

https://www.shochiku.co.jp/play/schedules/detail/shochikuza202511/
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合祀祭 

神道科主任 黒嵜博文  

合祀祭は学院神社本殿横に鎮座する祖霊殿において、昭和38年の第1回合祀祭から毎年執り行われてきました。祖霊

殿は創立40周年記念事業として学院神社の神域に祖霊社（当時）として創建され、創立以来の学校関係者、教職

員、卒業生並びに在校生にして不幸にも物故された方々の御霊を合祀しております。そして、感謝と慰霊の誠を

日々捧げています。令和7年度の合祀祭が4月7日（月）午後6時45分より厳かに執り行われ、6柱が合祀されたことに

より、1284柱の御霊が祀られることとなりました。 卒業生の皆様におかれましては、ご自身に不幸が訪れた時に

は、浪速学院にご一報頂ける様にご家族の方に申し渡してお

いて下さい。また、本学院同窓の友人にご不幸があった時な

どにご一報いただければ、ご家族のご了解を持って祖霊殿に

合祀させていただきますので、ご協力をお願い致します。そ

の折にはご遺族の方には合祀祭の案内をさせていただき、ご

参列頂けることになります。 

※合祀とは、物故された方の御霊をひとつの神社に祀るこ

と。 

名誉宮司 

前名誉宮司 押見守康(昭和41年卒) 

宮司    押見友仁 
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令和６年度 高校表彰伝達 
クラブ名等 大会名 表彰内容 被表彰者 

空手道部 

第４３回全国高等学校空手道選抜大会 

男子団体組手 優勝 浪速高等学校 

男子個人組手 －５５kg 優勝 河村啓太郎 

男子個人組手 －６８kg ３位 前野魁琉 

男子個人組手 ＋７６kg 準優勝 和泉孔大 

男子団体形 ５位 浪速高等学校 

男子個人形 優勝 中島汰尊 

女子個人組手－48kg ５位 内田智菜 

女子個人形 ３位 中谷光 

令和６年度第５６回大阪府高等学校 

空手道選手権大会 

男子団体組手 優勝 浪速高等学校 

男子個人組手 

第２位 藤川正義 

第３位 河村啓太郎 

第３位 岸本日向 

男子団体形 優勝 浪速高等学校 

男子個人形 優勝 中島汰尊 

女子団体組手 優勝 浪速高等学校 

女子個人形 第２位 中谷光 

令和６年度 第５１回 全国高等学校 

空手道選手権大会 

男子団体組手 ３位 浪速高等学校 

女子団体組手 ３位 浪速高等学校 

男子個人形 優勝 中島汰尊 

第３回 全日本空手道体重別選手権大会 男子組手 －６０㎏級 ３位 河村啓太郎 

令和６年度第７９回大阪府高等学校総合体育

大会 

男子団体組手 優勝 浪速高等学校 

男子団体形 ３位 浪速高等学校 

第47回 大阪府私立高等学校空手道 

選手権大会 

男子団体組手（３人制） 優勝 浪速高等学校 

男子個人組手  

高校２年の部 

優勝 藤川正義 

第２位 福島樹稀 

第３位 杉山春樹 

第３位 宮崎七緒 

男子個人組手 

高校１年の部 

優勝 森海璃 

第２位 岩崎琉希 

第３位 小森八一 

男子個人形 高校１年の部 

優勝 魚谷侑輝 

第２位 濱澤武龍 

第３位 目春吉隆 

女子団体組手（３人制） 優勝 浪速高等学校 

女子個人組手 高校２年の部 第３位 髙橋希々可 

女子個人組手 高校１年の部 優勝 田山末莉 

令和６年度 第４８回大阪府高等学校 

空手道新人大会 

男子団体組手 準優勝 浪速高等学校 

男子個人組手 －６１ｋｇ 

優勝 石井羚矢 

第２位 森海璃 

第３位 小森八一 

男子個人組手 －６８ｋｇ 

優勝 宮崎七緒 

第２位 田中隆元 

第３位 熊野隼 

男子個人組手 －７６ｋｇ 第３位 杉山春樹 

男子個人組手 ＋７６ｋｇ 優勝 富永哲平 

男子団体形 準優勝 浪速高等学校 

男子個人形 第２位 濱澤武龍 

女子団体組手 優勝 浪速高等学校 

女子個人組手 －４８ｋｇ 第２位 南原七海 

女子個人組手 －５３ｋｇ 
第３位 髙橋希々可 

第３位 南原莉桜 

令和６年度第４４回 近畿高等学校 

空手道大会 

男子団体形 準優勝 浪速高等学校 

男子個人形 第２位 濱澤武龍 

男子個人組手 －６１ｋｇ 
優勝 石井羚矢 

第２位 森海璃 

男子個人組手 －６８ｋｇ 
優勝 宮崎七緒 

第２位 田中隆元 

男子個人組手 ＋７６ｋｇ 優勝 富永哲平 

統合戦 第２位 藤川正義 
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令和６年度 高校表彰伝達 
クラブ名等 大会名 表彰内容 被表彰者 

硬式テニス部 

２０２３ Dunlop Cup 第５１回大阪ジュニアテニ

ス選手権大会 

男子ダブルス 準優勝 
吉内賢汰 

尾谷空輝 

男子シングルス ３位 窪田昂史 

女子ダブルス 準優勝 
下野澪 

本田彩衣 

女子シングルス ３位 本田彩衣 

令和６年度大阪高等学校春季テニス大会 

男子団体 ３位 浪速高等学校 

女子団体 準優勝 浪速高等学校 

男子ダブルス ３位 
八塚新平 

窪田昂史 

女子ダブルス 

準優勝 
川上栞奈 

落合萌仁香 

３位 
下野澪 

本田彩衣 

男子シングルス 
３位 八塚新平 

３位 窪田昂史 

女子シングルス ３位 本田彩衣 

２０２４年度 関西ジュニアテニス選手権大会 女子ダブルス 準優勝 
廣瀨れな 

尾谷楓莉 

令和６年度 大阪高等学校総合体育大会テニス大

会 ３年生大会 

男子ダブルス 

準優勝 
八塚新平 

寺町直人 

３位 
堯舜太 

尾谷空輝 

女子ダブルス 優勝 
長尾怜奈 

大倉奏 

女子シングルス 優勝 長尾怜奈 

２０２４年度大阪高等学校秋季テニス大会 女子団体 準優勝 浪速高等学校 

２０２４Ｕ―１５全国選抜ジュニアテニス選手権

大会 
女子ダブルス 準優勝 

坂下紗彩 

尾谷楓莉 

令和６年度 大阪高等学校秋季テニス大会 
男子団体２部 ３位 浪速高等学校 

女子団体２部 準優勝 浪速高等学校 

弓道部 

令和６年度 春季大会 全国総体・近畿大会個人

決定戦 

男子団体 第２位 浪速高等学校 

男子個人 第２位 林野祐希 

第78回国民スポーツ大会弓道競技 遠的少年女子 第２位 香川華月 

第71回大阪私立高等学校総合体育大会弓道競技の

部 

男子団体 優勝 浪速高等学校 

男子個人 優勝 奥野秀真 

第79回大阪高等学校総合体育大会弓道競技の部 男子団体 
優勝 浪速高等学校 

第３位 浪速高等学校 

第６１回大阪高等学校弓道新人戦兼第４３回 全

国選抜大会予選 

男子団体 
優勝 浪速高等学校 

第３位 浪速高等学校 

男子個人 第３位 久保樹哉 
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令和６年度 高校表彰伝達 
クラブ名等 大会名 表彰内容 被表彰者 

卓球部 

令和６年度第７９回大阪府高等学校総合体育大会 
女子学校対抗の部 準優勝 浪速高等学校 

男子学校対抗の部 第３位 浪速高等学校 

令和6年度 一年生大会 女子シングルスの部 準優勝 守屋れいる 

第７７回大阪高等学校新人卓球大会 

男子学校対抗の部 第３位 浪速高等学校 

女子学校対抗の部 準優勝 浪速高等学校 

女子ダブルスの部 準優勝 
薮美禮 

守屋れいる 

第５２回 全国高等学校選抜卓球大会大阪府予選 男子シングルスの部 優勝 河野有樹 

アイススケー

ト部 
令和６年度大阪府民スポーツ大会 

少年男子 第２位 生田琉悟 

少年女子 第３位 寺島綾優 

男子バスケッ

トボール部 

第２回 大阪U18バスケットボールリーグ戦大会 
男子２部 １・２位Ｃリー

グ 
優勝 浪速高等学校 

第７９回大阪高等学校総合体育大会バスケットボール大会 Ａブロック 優勝 浪速高等学校 

第６８回インターミューラルカップ サマーキャンプ 男子 優勝 浪速高等学校 

第77回大阪高等学校バスケットボール選手権大会 Cブロック 準優勝 浪速高等学校 

第７２回 大阪高等学校バスケットボール新人大会 南地区大会 優勝 浪速高等学校 

陸上競技部 

第７７回大阪高等学校陸上競技対校選手権大会 ５０００ｍＷ 
優勝（大会新記

録） 
奥野紗 

２０２４年大阪・奈良・和歌山 阪奈和高校対抗陸上競技大会 男子走高跳 第２位 川﨑輝 

令和６年度 全国高等学校総合体育大会 ５０００ｍＷ 優勝 奥野紗 

第７９回 大阪高等学校総合体育大会 陸上競技の部 １年女子走幅跳 優勝 浅野聖和 

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 第１８回Ｕ１８陸上競技大

会 
女子３０００ｍＷ 第２位 奥野紗 

体操競技部 令和６年度 近畿高等学校体操競技大会 種目別平均台 第３位 酒井温子 

軟式野球部 令和６年度 春季近畿地区高等学校軟式野球大会 大阪府予選 準優勝 浪速高等学校 

ラグビー部 
令和６年度 第１１回全国高等学校ラグビーフットボール７人制

大会 
大阪府予選 第３位 浪速高等学校 

ゴルフ部 第１９回 日本ジュニアゴルフ選手権 男子１５～１７歳の部 出場 溝川大耀 

サッカー部 
高円宮杯 ＪＦＡ Ｕ－１８ サッカーリーグ ２０２４ ＯＳ

ＡＫＡ 
２部Ａリーグ 優勝 浪速高等学校 

放送部 

第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト大阪大会 
朗読部門 

５位 髙木咲月 

入賞 髙木咲月 

創作テレビドラマ部門 ３位 浪速高等学校 

第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト 朗読部門 入選 髙木咲月 

第１６回古典の日朗読コンテスト 中学・高校生部門 
京都府高等学校文

化連盟会長賞 
西牟田悠里衣 

鉄道研究部 第１３回全国高校生地方鉄道交流会 

写真部門 
伊賀鉄道株式会社 

社長賞 
浜田千加 

企画部門 
伊賀鉄道株式会社 

社長賞 
浪速高等学校 

吹奏楽部 

第２６回日本ジュニア管打楽器コンクール本選考会 
アンサンブル部門 金管の

部 高校生コース  
銀賞 浪速高等学校 

第６３回大阪府吹奏楽コンクール   金賞 浪速高等学校 

第７４回関西吹奏楽コンクール   銀賞 浪速高等学校 

第２９回管打楽器ソロコンテスト関西大会 高校生の部 

金賞 山下夢菜 

金賞 政音杏 

銀賞 宮島幹奈 

銀賞 山本健人 

銅賞 溝口悠馬 

第５１回関西アンサンブルコンテスト 金管八重奏 銀賞 浪速高等学校 

写真部 
大阪府高等学校芸術文化連盟写真部会主催令和６年度「春のフォ

トコンテスト」 
  

奨励賞 辻本楽菜 

奨励賞 奥代萌風 

家庭科部 第２回火星料理レシピコンテスト   奨励火星人賞 浪速高等学校 
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令和６年度 高校表彰伝達 
クラブ名等 大会名 表彰内容 被表彰者 

ボクシング部 

第７８回大阪高等学校総合体育大会 

ライトフライ級 第３位 中川浬 

バンタム級 
第１位 高田龍輝 

第３位 青山桧斗 

ライトウェルター級 第３位 濱田遼己 

ウェルター級 第３位 大槻凌也 

令和６年度 第４７回 近畿高等学校ボクシング選手権大会 
バンタム級 第３位 高田龍輝 

女子バンタム級 優勝 渡邉ひまり 

令和６年度 全国高等学校総合体育大会 女子バンタム級 第５位 渡邉ひまり 

第５３回 大阪高等学校ボクシング新人大会 

ライトフライ級 
第２位 岡元篤羅 

第３位 富永悠史 

フライ級 第１位 中川浬 

バンタム級 第３位 青山桧斗 

ライト級 
第２位 高倉涼 

第３位 辻本翔大 

ウェルター級 第３位 水野慎己 

女子バンタム級 認定優勝 渡邉ひまり 

女子ライト級 認定優勝 黒田あやめ 

令和６年度第３回 全日本女子ジュニアボクシング選手権大会 女子バンタム級 優勝 渡邉ひまり 

令和６年度 大阪高等学校春季ボクシング大会 

ライトフライ級 

優勝 岡元篤羅 

第２位 富永悠史 

第３位 諸岡凌 

フライ級 第２位 青山桧斗 

バンタム級（Ａパート） 
第２位 藤井健太郎 

第３位 横山敬翔 

バンタム級（Ｂパート） 
第３位 泉龍絢 

第３位 山下瑠皐 

ライト級 
優勝 髙倉涼 

第２位 辻本翔大 

ウェルター級 第２位 水野慎己 
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化学部のクラブ紹介 

石原 孝二  

 化学部は、生徒たちが自ら興味のあることを調べ、それらをまとめてスライドやポスターを作ったり、実験

や観察を行ったりしています。活動内容をまとめたものは文化部発表会や浪速祭で発表をしています。昨年

は、穴が空いていても水がこぼれないペットボトルの作成や過冷却水の作成、水中シャボン玉の作成などを行

いました。  

2024年度 ゴルフ部活動報告 

浪速高校・中学校ゴルフ部顧問 阿部 俊允  

 2024年度も浪速高校・中学校ゴルフ部は、保護者の皆様・卒業生の皆様のご助力もあり、精力的に活動を行

うことが出来ました。心より感謝申し上げます。 

 中学校では、男子が全国大会：団体戦の部に3年連続出場。また、女子も全国大会：団体戦の部に2年連続出

場を果たし、1名は団体の部：大会最優秀選手にも選ばれました。 

 高等学校では、本校で初めて個人戦で全日本ジュニアに出場。さらには、春の全国大会にも個人戦で出場す

ることが出来ました。 

 中・高共に本校初の快挙を成し遂げることが出来たのは、これまで

ゴルフ部の活動にご尽力いただいた皆様のお力添えの結果であるとと

もに、青山剛プロを始めとする3名の外部指導員のご指導、部員たち

の日頃の努力が形となったと思って

おります。今後とも皆様のご尽力賜

れますようお願い申し上げます。  
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サッカー部紹介 

北田 祥生 (2012卒） 

〇2024年度戦績 

・Aチーム…インターハイ大阪予選：ベスト32、高校サッカー選手大阪予選：ベスト16（22年ぶり）、高円宮

杯JFA U-18 リーグ大阪２部優勝→１部昇格（史上初） 

・Bチーム…高円宮杯JFA U-18 リーグ大阪４部優勝→３部昇格（史上初） 

〇紹介 

地道な努力が実を結び、2024年度は22年

ぶりの大阪ベスト16入りと史上初の１部

昇格を果たしました。2021年に竣工した

乾坤一擲ドリームフィールドをフル活用

し、日々切磋琢磨しています。技術面の

向上はもちろんのこと、協調性・責任

感・礼儀・精神力といった人間力の向上

も大切にしています。2025年度は１年生

が76人入部してくれ、総勢149名の大所帯

となります。数の多さを武器に、大阪ベ

スト８・U-18リーグ１部残留・Bチーム２

部昇格にむけて、日々努力していきま

す。ご声援よろしくお願いいたします。               

写真部頑張っています。（写真部現状報告） 

德田 空大  

 現在中学写真部も復会し、中学生高校生合わせて合計39人が所属しています。 

 活動内容は、植物園や動物園などへ撮影に行く以外に、学校行事を撮影したり、ボクシング部の全国大会の
記録写真や華道部の作品を撮影するなど他クラブとのコラボレーションを行ったりするなど、活発に活動をお
こなっています。その成果として、フォトコンテストでは毎回入賞者が出ています。 

 今は新たに、昨年度に購入したライトと背景布と背景スタンドを使い、物撮りに挑戦しています。部のさら
なる発展のために、カメラ等の機材で使えそうなものを寄付していただけると幸いです。 
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弓道部創部６０周年 

弓道部顧問 渡辺 健太 

弓道部にとって2024年度は２つの節目となる年でした。 

１つは創部60周年を迎えたことです。1964年10月にクラブが再建されてから、現在に続くまで多くの卒業生が

弓道部で活動され、脈々とその意思が続いてきました。ここ10年間は部員数も増加し、現在は男女合わせて約

60名という状態で稽古に励んでいます。 

もう1つは女子部が20周年を迎えることです。具体的には、2005年に高校が男女共学になり、その時に女子部

が創設しました。歴史と実績のある男子と比較されることもある女子部ですが、同様の稽古を行い、目標高く

活気がある雰囲気で活動をしています。双方の活躍が刺激になることも多々あり、単独で練習試合に行くこと

もあり活動内容が幅広くなっています。 

OB会を主催として3月に創部60周年・女子創設20年の記念式典を実施しました。多くの方の支えのもと、今後

も弓道部の活動がますます発展できるよう現役部員は取り組んでいます。  

男子バレーボール部 

永野 龍太  

 男子バレーボール部は現在プレーヤー55名、マネージャー7名の
総勢62名で活動しています。1部昇格、大阪ベスト16、近畿大会出
場をチームの目標に掲げて日々練習に取り組んでいます。また年1
回、OBOG会を実施しています。在校生と卒業生の交流、そして卒
業生が元気な姿で来てくれることを教員一同、毎年楽しみにして
います。今年はゴールデンウィークの5月3日に開催し、多くの
OBOGが参加してくれました。2025年から男子バレーボール部の公
式インスタグラムを開設し、公式戦や練習試合の様子を投稿して
います。在校生の活動の様子を是非ご覧ください。 

女子バレーボール部 

小泉 皓平  

 女子バレーボール部は現在プレーヤー22名、マネージャー3名の総勢25
名で活動しています。2部昇格をチームの目標に掲げて日々練習に取り組
んでいます。また年1回、男子バレーボール部と合同でOBOG会を実施して
います。在校生と卒業生
の交流、そして卒業生が
元気な姿で来てくれるこ
とを教員一同、毎年楽し
みにしています。今年は
ゴールデンウィークの5月
3日に開催し、多くの
OBOGが参加してくれまし
た。2025年から女子バ
レーボール部の公式イン
スタグラムを開設し、公
式戦や練習試合の様子を
投稿しています。在校生
の活動の様子を是非ご覧
ください。 
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浪速高校 軟式野球部 

軟式野球部顧問 奥野 貴博 

 浪速高校軟式野球部は、2025年度の新入生を28名迎え、3年生21名、2年生29名の総勢78名で活動していま

す。本校卒業生である吉岡監督の元、同じく卒業生の河谷コーチ、客野コーチを迎え、４名の顧問と共に選手

たちは日々練習に励んでいます。 

 秋季大会、春季大会を終え、現在は３年間の集大成である選手権大会優勝、そして全国大会出場に向け、選

手・スタッフ一同、心を一つにして頑張っていく所存でございます。 

 選手権大会の日程については、大阪府高野連 軟式部(https://ohbl-rubber.com/)に、７月中旬ごろに掲載

されますので、お時間のあるときに応援に駆けつけていただければありがたいです。 

軽音楽部の変遷と活動報告 

軽音楽部顧問 三善 健市  

 軽音楽部が発足して、数十年がたっています。私も主顧問をしてから１０年が経過しました。 

 

昔は、練習場所も旧クラブハウス棟の廊下ひっそりと練習をし、対外活動経験も一切なく、発表場所は浪速祭
と年１回くらい他校と交流するイベントのみでした。 

２０１４年より主顧問になったと同時に、大阪府高等学校芸術文化連盟軽音楽部会に加入をし、「個人グルー
プの軽音」から脱却し、「高等学校の軽音楽部としての活動」に力を入れてきました。 

またそれと同時に、理事長・学院長がその当時「もっと軽音楽部に力を入れるべき。演奏会も開催するよう
に」と支援してくださりました。 

今までは、自分たちが楽しむことが優
先されていましたが、これ以降は、軽
音楽で観客を楽しませる音楽を提供す
ることを最優先に考えるようになりま
した。このころより、 

２０１９年、２０２２年、２０２５年
に全国大会に出場し、また芸文祭本選
出場、We are sneaker ages にて本選出
場をしました。また、近畿選抜では幹
事校として大会運営を毎年顧問・生徒
が一丸となってさせていただいていま
す。さらに毎年４月に行われる学校行
事「文化部発表会」においても、毎年
出演の機会を自治会よりいただき、全
校生徒の前で演奏を披露しています。 

以上のように皆様に応援されて本校軽
音楽部は大きくなっていきました。 

今後ともに軽音楽部一同は皆さまによ
り良い音楽を提供していくことを目標
として日々精進してまいります。 
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祝関西大会出場【浪速高校アメフト部 大阪大会奮闘記】 

菅谷 遊 

○試合成績 

1回戦：豊中高校戦（勝利） 

浪速高校アメフト部は、1回戦で豊中高校と対戦。相手を寄せ付けることなく、見事勝利を収めた。この勝利
により、チームの士気が高まり、次の試合に向けての自信が深まった。 

2回戦：近大附属戦（勝利） 

続く2回戦では、新人戦にて敗北した因縁の近大附属高校と対戦。相手の強力な攻撃に対し、守備陣が踏ん
張った。攻撃陣は第1Qに2つのTDを奪い、辛くも逃げ切り勝利を収めた。この勝利により、関西大会出場が決
定した。 

準決勝：大阪産業大附属戦（敗戦） 

準決勝では大阪産業大附属高校と対戦。激しい接戦の末、惜しくも敗北。しかし、この試合を通じてチームは
多くの課題と成長の兆しを見せ、次の3位決定戦へと気持ちを切り替えることができた。 

3位決定戦：関大一高戦（敗戦） 

最後の3位決定戦では、関大一高と対戦。最後まで諦めな
い姿勢で戦い抜いたものの、惜しくも敗北。この結果に
は悔しさが残ったが、選手たちは試合を通じて得た経験
を今後の成長に繋げていく決意を新たにした。 

○チームの成長と今後の展望 

今回の大会は、浪速高校アメフト部にとって大きなス
テップとなりました。特に1回戦・2回戦で見せた粘り強
いプレイとチームワークは、今後の大会でも必ず生きて
くることでしょう。準決勝と3位決定戦の敗戦からは、次
回に向けた貴重な学びが得られました。これからも、よ
り強いチームを目指して、練習に励む日々が続きます。 

柔道部 

柔道部顧問 東 栄蔵  

柔道部は現在、高校9名・中学6名で活動しています。中高ともに女子部員も在籍しています。ここで報告でき
るよるような結果は出せていませんが、日々稽古に励んでいます。OB・OGのみなさん、ぜひ顔を出しに来て
ください。いっしょに汗を流す、見学のみ、どちらでも大歓迎です！ 

ESSの現状 

松崎 賢士  

2025年4月現在、3学年合わせて11名で週２回程度ではありますが、ネイティブの先生と一緒に元気に活動して
います。昨今の英語人気の再加熱からか、数年前より部員数が増えてきています。もう少し増えたらさらに活
動の幅を広げる事ができるのではないかと期待しています。OBOGの皆様、また応援お願い致します。 

パソコン部の活動実績 

井上 恵介  

現在パソコン部は高校生30名、中学生30名が在籍し活動しています。 

各部員、プログラミングや資格試験の勉強を中心に取り組み、難易度が高い検定に挑戦し日々頑張っていま
す。また浪速祭では自作PCを用いた展示も行っています。 

過去には、ロボットプログラミングに挑戦し、大会に出場しました。 

OB・OGの方へ、これからも変わらず応援していただけると幸いです。 

よろしくお願い致します。 

 

【特記すべき合格実績】 

プログラミング能力検定レベル２ 

情報処理表計算検定２級 

日本語ワープロ検定準２級など 
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女子バスケットボール部について 

池内 大輔 

現在17名で活動しており、先日行われた「令和7年度 第80回大阪高等学校総合体育大会バスケットボール大

会」ではベスト32目前にしてくしくも敗れてしまいました。3回戦突破までもう少しという所ですが、ベスト

32、そしてベスト16に次こそ入る為これからも頑張っていきます。応援よろしくお願いします。 

硬式野球部 活動報告 

辻田 徹(2008卒)  

浪速高校校友会会員の皆さま 

いつも硬式野球部を応援いただき、ありがとうございます。 

2025年度は新入生を33名（部員32名、マネージャー1名）を迎え、総勢92名でスタートを致しました。 

昨年12月にそれまで硬式野球部をご指導いただいた遠山監督から、井上新監督が就任され、この4月に初めて
春季大会を迎えました。4回戦で惜しくも大体大浪商に2-4で敗れましたが、この悔しさをバネに夏の大会に向
けて、練習を重ねていき
ます。 

夏の大会では、皆さまに
良い結果を報告できるよ
う、選手・マネー
ジャー・スタッフ一丸と
なって精進して参ります
ので、何卒応援よろしく
お願い致します。 

浪速高校硬式テニス部・中学テニス部 

湯倉 勇樹(2017卒) 

高校硬式テニス部は現在、男子38名、女子21名、中学テニス部は男子23名、女子19名で活動しています。テニ

ス部では全国大会に出場して活躍する選手から、部活に入ってテニスを始める初心者までさまざまなレベルの

部員まで所属しており、日々それぞれの目標をもって部活動に励んでいます。 

高校の実績としてインターハイダブルスベスト8、全国私学大会団体戦優勝、全国選抜大会団体戦ベスト16が

あります。 

中学の実績として全国中学校

テニス選手権大会団体戦優

勝、全国私学大会団体戦優

勝、全国選抜大会団体戦優勝

があります。 
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今年も響け！わたしたちの音楽♪ 

吉田 萌 

吹奏楽部の最近の活動をご報告させていただきます。 

私たちはこの春、東海大学付属高輪台高等学校吹奏楽部の皆さんと2回目となるジョイントコンサート、『ラブリー

コンサート2025』を開催しました。同校は吹奏楽コンクール・マーチングコンテスト・アンサンブルコンテストの

すべてにおいて東京都代表となり、全国大会にて金賞を受賞している日本屈指の名門校です。ご縁に恵まれ、今年

で2度目の共演となりましたが、生徒たちにとっては演奏の面だけでなく、礼儀や準備の姿勢といった面においても

多くの学びを得る貴重な機会となりました。次回は、来年5月にフェニーチェ堺にて開催が決定しております。ぜ

ひ、現役生の輝く姿を見に来てください。 

さらに、私たちは大阪万博にて開催された『ブラスエキスポ2025』に出演し、大屋根リングで行われた全国から集

まった12269人以上によるパレードに参加しました。ギネス世界記録の更新という歴史的瞬間に加わることができま

した。そして、園内では大阪LOVERなどのポップスを演奏する機会もいただきました。一生に一度と言っても過言で

はない舞台での演奏は、部員一人ひとりの胸に深く刻まれるステキな思い出となりました。 

今後は、6月・7月に近隣の中学生との合同演奏会なども予定しています。新入部員も加わり、ますます活気づいて

いる吹奏楽部。これからも、音楽を通じて地域に貢献できるよう、一同努力を重ねてまいりますので、今後ともあ

たたかいご声援をよろしくお願いいたします。    

浪速高等学校・中学校 空手道部 

下園 晴紀  

２０１４年浪速高校同窓会（現校友会）より浪速高校の部活動を応援したいというありがた
いお話があり、その初めとして浪速高校空手道部の部旗を寄贈していただくこととなりまし
た。寄贈より１１年。同窓会より寄贈していただいた部旗とともに全国大会に出場し、優勝
する喜びと、負けた悔しさを経験して参りました。今後も浪速高校・浪速中学校空手道部は
全国制覇を目標に、「礼節・勤勉・尊重」を大切にし、「最強の人から、最高の人へ」日々
稽古に励んでまいります。今後も変わらぬ応援をよろしくお願いいたします。 

■ 第52回全国高等学校空手道選手権大会へ向けて 主将 和泉孔大・髙橋希々可 

私たち空手道部は、8月7日～10日に実施される、第52回全国高等学校空手道選手権
大会において団体組手・個人組手ともに優勝するため、日々稽古に励んでいます。 

 春の選抜大会では男子団体組手3位、女子団体組手は初戦敗退という悔しい結果
におわってしまいました。しかし、チーム全員がお互いを信頼し、団結することで
インターハイでは男女アベック優勝を勝ち取ります。 

 最後の夏のインターハイでは、他の高校も必死で優勝を狙ってくるので、今まで
以上に一日一日を大切にし、努力を重ね、チーム一丸となって良い報告ができるよ
うにがんばりますので、これからも応援よろしくお願いします。 

■ 部員数 102名（高校：60名 男子41名 女子19名、中学：42名 男子29名 女子13名） 

 

■ 戦績 

· 第44回全国高等学校空手道選抜大会 

· 男子団体形 準優勝  男子団体組手 3位  

· 第32回全国中学生空手道選手権大会 

· 男子団体組手 優勝  男子個人組手 優勝 

· 第51回全国高等学校空手道選手権大会 

· 男子個人形 優勝  男子団体組手 3位  女子団体組手3位 
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浪速高等学校・中学校 体操競技部 

下園 晴紀 

浪速高等学校・中学校体操競技部は2019年に創部し、今年（2025年）

で7年目となります。大阪府生野区にある「アインス体操クラブ」と

提携し、中学男女・高校女子で活動しております。 

 現在は中学男子4名・中学女子5名・高校女子3名の12名で活動して

おり、中学では男女共に全国中学校体育大会（体操競技）で団体種目

4位の実績を残しております。 

また、今年は体操天皇杯 第79回全日本体操個人総合選手権に高校１

年生と中学3年生の女子選手が出場し、中学3年生選手は決勝大会まで

進みました。そして、日本最高峰の試合である、第64回NHK杯に出場

いたしました。 

 全国中学校体育大会（体操競技）男女アベック優勝・高等学校総合

体育大会（体操競技）優勝を目指し頑張っていきます。 

 

■ 戦績 

· 第55回全国中学校体育大会（体操競技） 男子団体総合 4位  

女子団体総合4位 

· 第54回全国中学校体育大会（体操競技） 男子団体総合 3位  

女子団体総合3位 

雅楽部の活動について 

雅楽部 部長 岩佐 唯花  

雅楽部は現在高校3年生3人、高校2年生3人、高校1年生5人、中学生3年生３人の合計高校生11名、中学生3名で活動

を行っています。今年は高校１年生が例年より多く入部してくれました。高校1年生は演奏ができるように懸命に努

力をし、高校2年生は高校1年生を優しく教え、引っ張っていってくれています。中学生も部活をよりよくしようと

懸命に努力してくれています。私達、高校3年生も部員たちが楽しんで部活ができるような空間を作れるように、努

力をしています。感染症も完全に落ち着き、演奏会も通年通りに戻り近々大依羅神社で演奏させていただくことが

決まっています。春季・秋季例祭、新春拝賀式では神前で良い演奏ができるように普段の練習から頑張っていま

す。本年も多くの場面で演奏を披露し、活躍できるように雅楽部一同精進してまいりますので、よろしくお願いい

たします。 
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陸上競技部報告 

羽入 淳平 

2025年5月現在 男子45名 女子16名(マネージャー含む)の大所帯となり、乾坤一擲ドリームフィールド(通称

Kフィールド)を練習の拠点として、日々練習に励んでいます。 

2024年度のインターハイ女子5000mWの優勝をはじめ、活躍の舞台を府下にとどまらず、近畿・全国へと広げて

います。 

現在活動している現役生を知らないOB・OGの方も、激励・Kフィールドの見学に是非お越しください。 

家庭科部 

佐藤 叶実 

家庭科部は現在、約70名の部員が所属しています。男子女

子関係なく和気あいあいと、主に調理をメインとして活動

しています。類コース関わらず多くの部員が在籍してお

り、試験2週間前から活動がなくなるので、勉強と部活動の

両立がしやすいとの声を生徒から聞くことが多いです。1年

から3年の縦割りでグループを決めて調理を行い、主体性と

コミュニケーションを身につけられるように活動していま

す。最近の活動では手作りの餃子を作りました。 

ボクシング部について 

ボクシング部顧問 森 征宏  

浪速中学校高等学校ボクシング部 

· 部員数 高校：男子27名 女子2名 

·     中学：男子4名 女子1名 

令和6年度実績 

■ 高校 

· 令和6年度第78回大阪高等学校総合体育大会（インターハイ予選） 

ライトフライ級 第3位/バンタム級 第1位/バンタム級 第3位/ライトウェルター級 
第3位/ウェルター級 第3位/女子バンタム級 認定優勝/女子ライト級 認定優勝 

· 第47回近畿高等学校ボクシング選手権大会 

バンタム級 第3位 

· 第78回全国高等学校総合体育大会ボクシング競技大会 バンタム級 出場 

 女子公開競技 バンタム級 第5位 

· 令和6年度第５３回大阪高等学校ボクシング新人大会  

 ライトフライ級 第2位、第3位/フライ級 第1位/バンタム級 第3位/ライト級 第2位、第3位/ウェルター
 級 第3位/女子バンタム級 認定/女子ライト級 認定 

· 令和６年度全日本女子ジュニアボクシング選手権大会 

 バンタム級 第1位、ライトウェルター級 第3位 

· 令和6年度第36回全国高等学校ボクシング選抜大会兼JOCジュニアオリンピックカップ大会  

 フライ級 第5位/女子バンタム級 第1位/女子ライト級 出場 

■ 中学 

· 令和6年度第11回全日本UJボクシング王座決定戦大阪府選考会 45kg級 第1位 

· 第11回全日本UJボクシング王座決定戦関西ブロック選考会 45kg級   第1位 

· 第11回全日本UJ王座決定戦西日本代表選考会 45kg級 第2位 
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宮口 泰一 

坂元大知 (平成9年卒) 

OB会 拳浪会 

万 博 に 出 店 中 ！  

サステイナブルフードコート「大阪のれんめぐり」に出
ています。 

 

 

ᴃᴣְ״ᴣᴧᴧᴚᴒᴠᴕ 

ᵩ ᶍ ᵫ ᵾᵣᵪᶨ  

 
(06)6693 - 3063  

 

ֻ ᴜԄṸᵀ  
ǶȅȍǍ ╛̝  

 

大阪府岸和田市新港町10-8 
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ỗז˰  

-  

会長 松山清秀 

(新高55回)  
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目指せ明石！  

浪速高校 

軟式野球部OB会  

生 

↨≠╢ ְ בְ׃ׂ׃ׂׂׄאְ ╢ 

ȶɡɏɱȹȫɣɨɄȡ ╛̝  

本社：〒546-0031 大阪府大阪市東住吉区田辺6丁目3-20 

ジェネフォート田辺1階 

   貝塚営業所：〒597-0082 大阪府貝塚市石才159-1 

̈ ֝ ☻̝  

₳ Ϸ₴Ӱ 41ᶥ  

〒530-0033 大阪市北区池田町1-50グランビア小寺 菅北福祉会館  

  

̈ ֝ ☻  
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株式会社e-go  

〒5920013 

大阪府高石市取石2丁目13番32号 

֥ ˘ 43) 

株式会社関西SCシステム 

〒557-0042 

大阪市西成区岸里東2-14-1-3F 

ᵲ 42) 

HAMADA 

〒594-0023 

大阪府和泉市伯太町4-1-1 

新世界串カツ盛隆軒 
〒556-0002 

大阪市浪速区恵美須東2-7 

OB ʱ 43) 

֪˹ ̏  

41) 

有限会社米商 

〒551-0023 

大阪市大正区鶴町3-19-27 

ӵϹ 41) ʣˮ˺ 51) 

株式会社ラストステージ 

〒545-0002 

大阪市阿倍野区天王寺町南2-23-16 

̝ ᵣ ֻ˗ҵ  

〒594-0023 

和泉市伯太町2-3-27 

Tel. 0725-45-2288  

ἶ ˲ ʴᶮἶᶸ 

ʴᶮἶᶸẎἶ ʴᶮ Ẏἶ 

岡山市北区庭瀬83  

学長  加賀 勝(新高29) 

 弓道部OB    昭和５２年卒  

45 ╛  

+81 355 310 108 （ベトナム) 
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